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1 本書は 、平成 7年 2月 20日 から同年 3月 27日 に行われた松本城下町跡伊勢町地点 (長野県松本

市中央 2丁目345-1他)の第 1次発掘調査概要報告書です。

2_本調査はlalパルコ増床計画に伴う緊急発掘で、発掘調査から報告書作成に至る費用はlalパルコ

が負担しました。

3.発掘調査は 、lalパルコと松本市との間で業務委託契約を行い、松本市は現地発掘業務および報

告書作成について (財 )松本市教育文化振興財団に再委託し、考古博物館が実施 しました。な

お 、業務委託および業務再委託に関する事務については 、松本市教育委員会が行いました。

4.発掘調査は 、平成 7年 2月 20日 から同 3月 27日 まで実施しました。

5 本書の作成は松本市立考古博物館が行い 、執筆 ・編集は主として竹内靖長が行いました。

6.本書の写真撮影は 、現場を村田昇司 、遺物を宮島洋一が担当しました。

7.本書のイラス トは 、小原 稔が担当し誅した。

8.本調査にかかわる図面 ・写真 遺物などの諸資料は 、松本市教育委員会が所有し、松本市立考

古博物館 (長野県松本市大字中山3738-1・ I[0263-864710)に収蔵されています。

9.本遺跡の調査な らびに報告書の作成については下記の方々 ・諸機関から多大な御援助 、御指導

を得ました。記して感謝いたします。 (順不同 、敬称略 )

太田守夫 、北野信彦 、高山 優 、長野県立歴史館 、日本民俗資料館 、藤沢良祐 、松本 健

松本市史編纂室 、松本城管理事務所
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は じ め に

今からおよそ400年前。豊臣秀吉の命により不□泉 (大阪)か ら石川数正 康長父子が松本にやって

き意した。このとき城下町の大規模な整備計画が立てられ、康長の代に松本城天守閣の築造、堀や

石垣の整備などが急速に進められました。城郭の築造と同時に、女鳥羽川や薄川の流れも変える大

規模な土木工事を行い、城下EBJも 整備されていき訣した。そして町人町の町害」が行われ、方々から

人々が集められ、その後の城下町の基礎が形成されました。

現在の松本市の市街地は、松本城の城下町を基礎に発展してきました。松本のルーツともいえる

城下町の遺跡は、市街地の広範囲の地下に良好な状態で埋もれています。平成 7年 、松本市中央西

区画整理事業の松本パルコ増床計画に先立ち、松本市教育委員会が発掘調査を実施しました。調査

箇所は、江戸時代以来伊勢町と0乎ばれている町屋にあたります。町屋の発掘調査薇lは全国的にも少

なく、町人の生活を解明していく上で非常に大きな成果をあげました。本書は、今回の発掘調査の

成果の概要を報告するものです。

雨碑丸ρ:哩 蕊留r三百

歯科医師

松本神社□
:j日縁栞雙『昴裡

神明富

影 讐:

雲コ

弓■1

匹百増理

調査地の位置
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伊勢町は城下町の西の玄関

伊勢町は、メイン通りである野麦街道を中心に町が造られています。Fj」屋の範囲は東西475m、 南

北63～84mで 、その北イ貝]と 南イ貝]には所々に寺が配置されています。野麦街道は、本町にT字形につ

きあたってい志すが、これは城下町の随所でみられる防御的なシステムです。また伊勢町の西端に

は、城下町の東西南北の要所に位置する十王堂 (地蔵堂)があり、本戸が設置されてい意した。小

笠原貞慶が整備した初期の城下町では西□と0乎ばれていたように、安曇平に向く城下町の西の玄関

でした。町の北イ貝」と南側にはそれぞれ北蛇川、南蛇川という水路が流れてい意すが、単なる排水路

ではなく、町の南北の奥行きを区画する重要な用途もありました。伊勢町の各屋敷の地害」りは、間

□ 2～ 4間で奥行きが長い短冊型です。この地害」りは、現在までほとんど変わることなく受け継が

れてい表した。

伊勢町の出来

宮村町の川辺義正氏所蔵の『寛

文九年五月 松本町EIJ害」・町号由

来記』には、伊勢町由来が次のよ

うに書かれてい志す。もともと伊

勢町のあたりは西□といわれてい

ました。天正十一年 (1583)ノト笠

原貞慶は、亡父 小笠原長時の菩

提を弔うため木沢山へ 正 麟寺を

建立し志した。本沢の地には古く

より伊勢太神宮があったのです

が、これを西ロヘ移し、以後伊勢

EB」 とょばれるようにな ったので

す。また一説には伊勢太神宮は、

伊勢からやってくる御師 (布教す

る人)がとうりゅうし、布教活動

をした田屋 (たや :簡単な御神体

を奉ってある場所)と いうもので

あったとも言われています。

驚  十王堂 (地蔵堂)ぃ .ぃ 。..
松本城下町の建設を推進した石川康長

が、城郭の鎮護と各地への里程の基準の

ために文禄年間(1592～96年 )に 建立した

といわれています。
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明治元年

南深志町絵図(一部 )

故 。中村忠雄氏 写

写真所蔵 :松本城管理事

務所

江戸時代の伊勢町の屋敷害」

りを細か<描 いた絵図はほと

んど残 フていません。この絵

図は明治元年に描かれたもの

ですが 、家屋の間□や敷地の

広 さ 、住人などが記載されて

います.
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―― ― 伊
藤 ツt 

勢

町

絵図のなかにみられる水色の線

は 、用水路です.北側が北蛇川 、

南イ昇Jが南蛇川と呼ばれ 、伊勢町の

南北の屋敷地の区画をする用途も

兼ねてい 六す.こ のような水路

は 、中町や本町でもみ られ ます

が 伊勢町と同様に町を区画する

用途があります .,

これらの水路は 現在でも使用

されている t,の が数多くあ りま

す 松本の町のなかには 、IEQ代の

風景にまぎれて,I戸 時代の生きた

遺構がまだ未だ残っています .

囃ｒ

li=E‐ 上
ヱ

臓■
'出

中□

北蛇川の流れ(H8.1月撮影 )

南蛇川の流れ(H8.1月撮影)



地下 に眠 る松本 のル ー ツ

土層の堆積状況を細かく観察すると、そこから町の歴史を読み取ることができ意す。写真は、調

査地の土層断面の状況です。

土層の雄積は、自然の堆積であれ人工的な堆積であれ基本的には下の方が古い時期です。松本城

が築城される以前の時代は、伊勢町周辺には人が住んでいた痕跡はみられません。川が流れたり、

葦などが生い茂る湿地帯で、人が住むにはあまり適していなかった場所であったようです。このた

め、城下町を整備する時に人工的に盛土して造成したのです。調査地点では、安土・桃山時代から

江戸時代の整地層が 4層みつかってい意す。これらの整地層は、湿地を克服するためや、失災 ・屋

敷替えなどにより町が―掃された後に整地されたものと考えられ志す。調査の結果、築城当時の生

活面から現地表面にいたるまでは、170～200cmも の整地が行われたことがわかり水した。各層の時

期は、遺物・土層などから次のように推定され志す。

第 1層 :18世紀代

第 2層 :17世紀後半～18世紀初頭

第 3層 :17世紀前半～後半

第 4層 :16世紀末～17世紀前半

●一一近 。現代層

(じ

一
「

イ
⌒
 こひ

ジ‐ ●一-19C代の火災層

―ヽ一一 ―●一一第 1層 (18C前～後)一一

(11二 ;ヽ

調査地の土層
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伊 勢 町 の 歴 史

平成

語未」1

2月

|

大正

南深志極楽寺より出央。中心部をはじめ、町屋の

大半約1500戸 、主要施設焼失。

本町、伊勢IB」 、博労町、中町、飯田町、小池町、

宮村町が合併じ南深志町になる。

松本町人□11,087人 。

明治

明治21年 (1888)

明治 8年 (1875)

明治元年 (1868)

江

戸

時

代

元治元年 (1864)

文久 2年 (1862)

安政 4年 (1857)

文化 5年 (1808)

天明 2年 (1782)

延享 4年 (1747)

12月 伊勢町より出失、53軒焼失する。

松本平にコレラが流行する。

9月 鍋屋小路より出央、86軒焼失。

10月  伊勢町人事、26軒焼失。

4月 本町生坂屋より出央、三丁目以北・中町、

伊勢町の332軒焼失。再建全久院も焼く。

3月 中町裏小路より出央。中町・本町・伊勢町

など約330軒焼失。全久院も焼失。

9月 伊勢町央事。焼失約100軒。

戸田氏

(6万石)

1726～ 1871

享保 5年 (1720)

正徳 5年 (1715)

宝永 4年 (1707)

元禄13年 (1700)

貞享 3年 (1666)

延宝 3年 (1675)

慶安年Fo3

伊勢町浄林寺前より出央。西の本戸まで一丁半両

狽l焼失する。

松本町人□8,233人 。

松本大地震、全壊178軒 、半壊173軒を数える。

松本に疫病が流行する。松本町の病死者485人 。

加助騒動がおきる。

松本町中に疫病が流行する。

鷹匠町、北馬場町、西堀町、袋町、出居番町など

に侍屋敷ができる。

水野氏

(7万石)

1642～ 1725

寛永15年 (1638) 上土町に米蔵をたてる。 堀田氏 (7万石)

1638～ 1638

寛永14年 (1637)

寛永10年 (1633)

松本銭 (寛永通宝)の鋳造がはじまる。

六九町に外厩をつくる。

松平氏 (7万石)

1633～ 1638

元和 3年 (1617) 徒士屋敷、足軽町が設けられる。全久院を倉」立。 戸田氏 (7万石)

1617～ 1633

元和元年 (1615)

慶長18年 (1613)

この頃までに和泉町、安原町、天神小路、飯田町

小池町、宮村町、馬喰町 (博労町)な どができる。

伊勢町などの町並みを整備する。

小笠原氏

(8万石)

1613～ 1617

安
土
　
桃
山
時
代

文禄 3年 (1594) このころ松本城天守閣完成か。 石川氏 (8万石 )

1590～ 1613

天正 13年 (1585)

天正元年

このころから城下町の経営をはじめ、城下町の原

形がほぼ出来上がる。

小笠原貞慶が入城し、深志城を松本城と改める。

小笠原氏

～1590

t)



発 見 さ れ た遺 構 ・ 遺 物

土 層 時  代 遺 構 。遺 物 出 土 内 容

第 1層

18世紀前半～

18世紀後半

遺構 建物跡

土坑

溝

埋設桶

鍛冶遺構

便所甕

杭列

上以２

　
４

２

８

１

８

　
１

つ
こ

遺物 陶磁器

木製品   (下 駄 ・鍬・箸・漆器 ・墨書

荷本しなど)

金属製品   (キセル・鋸 ・鉄滓など)

瓦     (水 野氏の家紋瓦)

第 2層

17世紀後半～

18世紀初頭

遺構 建物跡     2以 上

土坑     11
溝      1
鍛冶遺構    1
竹管      1

遺物 陶磁器

土器     (カ ワラケ・ほうろく鍋)

土製品    (輛 羽□)

木製品

第 3層

17世紀前半～

17世紀後半
遺構

建物跡     1以 上

土坑     20
溝       1
鍛冶遺構    1
竹管      1

遺物 陶磁器

土器     (内 耳鍋 ・カワラケ)

木製品

金属製品

第 4層

16世紀後半～

17世紀前半

遺構 建物跡     3以 上

土坑     51
溝       1
鍛冶遺構    1
杭列      1

遣物 陶磁器

土器     (内 耳鍋・カワラケ)

木製品、金属製品

-6-
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発 見 さ れ た 町 人 の 家 の あ と

今回発掘調査をおこなった地点では、安土桃山時代から江戸時代の整地層が 4面確認され志じ

た。発掘調査では、これらの層を上から順番に剥いで進めていきます。この結果、たくさんの建物

跡や使っていた道具などが発見されました。これからタイムマシーンにのって城下町の歴史をのぞ

いてみることにしましょう。時代はおよそ400年 前、豊臣秀吉が天下を統一するころです。

第 4層で発見された遺構 (16C後～17C前 )

第 4層の全景

第 4層は最も古い生活面です。時期は 、遺物などから16世 紀後半から17世紀前半と推定されま

す。このころの松本の歴史と照らしあわせてみると、天正元年 (1572年)に小笠原貞慶が深志城を

松本城と改め 、城下 EB」 の原形を作っていった時代にあたります。第 4層の屋敷害」は 1～ 3層の様子

とは全く異なり、短冊型の屋敷割がみられません。調査中央部分には 、幅18～32mの溝が東西方

向に通り、その南北両イ貝lに 遺構が発見されました。建物の構造は 、古代 中世からの伝統的な建築

方法である掘立 柱 式です。伊勢町の他の調査地点の成果では、伊勢 EB」西部にはこの時期に該当する

層がみられ志せんでした。したがって小笠原氏時代の伊勢町は 、主として本町側 (東イ貝1)が先行し

て形成され 、 3ベージの絵図にみられるような町割が形成されていったのは 、石川氏時代以降であ

ると考えられ志す。

掘立柱建物 :地面に穴を掘り、柱を立てて土や石を埋めて基盤をかためた建物

8-
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第401号建物址

|

P163(建物の柱痕。穴の底には、基礎石が敷いて

ある。)

t       ril  r,″

第426号土坑 (建物の柱痕 )

l「写難l'■

第42ア号土坑 (建物の柱痕 )
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第101号溝址
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第401号建物llL

第409号上坑
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第 3層で発見された遺構 (17C前～17C中 )

第 3層の全景

第 3層は、17世紀前半～中頃の生活面です。松本城天守閣の築造や城下町の地割りを行い、松本

城下町の基礎を築いた石川氏時代から、小笠原氏 戸田氏・松平氏 ・堀田氏などめまぐるしく城主

が交代していた時期にあたり意す。

家屋の地害」りをみると、4層 とは全く異なる南北に長い短冊型の地害」りがなされてい意す。この

地害」りは、時期の新しい上層 (1・ 2層)や 、他の調査地点でも確認されていることなどから、伊

勢町の地割りの基礎はこの時点で築かれ、その後受け継がれていったものと考えられ志す。

-14-
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竹管のジョイント部分
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鍛冶炉

第319号土坑(ゴミ穴)

第305号土坑(ゴミ穴)

げんち

源智の丼戸

江戸時代の人々は、飲料水や使い水を井戸や水道 (竹

管 本樋)か ら得ていました。左の図は、天保十四年

(1843)に刊行された『善光寺道名所図会Jの なかに

「   清泉湧 出 して当国 (信 濃 国 )第 一の名水 と

す、・・」と紹介された源智の井戸です。
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第 2層で発見された遺構 (17C後～18C初 )

第 2層の全景

第 2層は、17世紀後半～18世紀初頭にかけての生活面にあたります このころは城主がたびたび

変わ った前代までと違い、水野氏が六代80年の長期にわたる領国経営を行い、松本藩体市Jを確立し

ていった時期であります。第 2層では、建物址 土坑 溝 鍛冶遺橘 竹管などがみつか っていま

すt)な かでも水道管として敷設された竹管は、過去に調査した二のメl,一 の丸,で は発見されていま

したが、町屋では初めて発見されましたて,こ れにより、町屋にも水道が普及していたことがわかり

ました ()
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石組這構

石組遺構から出上した漆椀と蓋
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第202号建物址

第206号土坑(ゴミ穴)

溜枡と竹管

風 呂屋 でのひとコマ

式亭三馬『浮世風呂]にみえるへぽ将棋の様

子。うしろにみえる棚は衣装戸棚。脱衣場の畳の

上でさっそく将模がはじまっています。右側には

油を売っている息子を呼びにきた母親の姿がみえ

-23-
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第 1層で発見された遺構 (18C前～18C後 )

第 1層の全景

第 1層は、18世紀前半～後半法での生活面にあたります。この面では、3軒分の敷地が発見され

ました。いずれも、間□が狭く奥行きが長い短冊型の敷地です。

このうち真中の敷地 (図中の101号溝と杭列に挟訣れた部分)は 、両隣との境界と考えられる溝や

杭列が発見されたため、P03□ 約 8間 (96～98m)で あることがわかりました。発見された遺構を

みると、建物跡、便所甕、ゴミ穴、鍛冶炉、埋設桶などがみられ、ここに住んでいた人の生活 ・職

業までもが推定できます。

また、東側の敷地 (図 中101号溝の右側)では、ゴミ穴から墨書のある荷札が出土してい法す。こ

れには小諸や上田などと荷のやりとりを行っていた様子がみられ、町人の活発な経済活動の一端が

うかがえ志す。

胴
一 ぱ

「
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この復原図は、発掘調査の成果をもとに描いてみました。18世紀前半～18世紀後半頃の風景です。

※ 図中番号の説明は29～ 30ページにあります。

『人倫訓蒙図彙J

鍛冶師

もともと鍛冶師は、包丁・刀 農具・鉄砲などすべてを扱っていたものと思

われます。しかし、種類の多さと需要の関係、技術の分化などから、次第に刀

鍛冶と農具を主に扱う野鍛冶とに分かれていきました。鍛冶道具としては、金

つち、金はし、覇などがあります。特に輔は、江戸時代に従来の狸の皮で作っ

た袋鞘からポンプ仕掛の箱輔に改良されました。 『図録 都市生活史事典』
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④ 埋設桶(地面に穴を堀つて設置された桶)

第 1面からは、埋設された桶が 8箇所みつかりました。

これらは周囲に粘土を貼って、水などが漏れないようにI

夫されています。中央部分には、3基の桶 (桶 104 105

108)が並べて設置してあり、その南脇には石組水路がみ

られることから何等かの作業に使われたものと考えられま

す。

竹管(竹製の水道管 )

調査区北イ貝]には 、竹でつくられた水道管が発見されまし

た。この水道管は 、竹の節を抜き、本製の継手とよばれる

ジョイン ト部分で何本も接合して長距離の配水を可能にし

ました。発掘調査では 、二の丸御殿跡や三の丸の武家屋敷

跡などで発見されていましたが、町屋では初めて発見され

た貴重な例です。18世 紀には伊勢IDJの町人地にも水道が設

置されており、私たちの想像以上に水道普及が進んでいた

ことがわかります。

⑤ 屋敷境の溝

調査区やや東よりには、溝101が発見されました。この

溝は、幅10～ 12m、 深さ20～ 30cmで 、南北に直線的に通

ることから屋敷境の溝と考えられます。溝のイ貝J面は、崩壊

しないように工夫がされています。直径 5～ 8 cmの杭を適

当な間隔で打ち、枝材を杭の間に交互に∽形に通して強固

にしています。

―-30-―
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繁 盛 の 地 ・ 松 本

天保14年 (1843)、 美濃の豊田利忠が著した ∫善光寺道名所図会]には松本の町のようすが次の

ようにかかれてい表す。

「   城下のEB」広く、大通り十三街、町数およそ四十八丁、商家軒をならべ、当国第一の都会

にて、信府と称す、相伝ふ牛馬の荷物一日に千駄βイJ入 りて、また千 3/tβイ寸送るとそ、実に繁昌の地な

り、   」

このように、古文書からは非常に活発な経済活動が行われていたと推定できますが、発掘調査の

成果からもその様子をうかがうことができます。

出土荷本しにみる流通経済

今 EOIlの 調査では 、文字が残っている荷札が 14点 出土しました(Jそ れらの中には 、「小諸本町 J

「信州上田」などという地名もみられ 、活発な流通経済が発達していたことがわかり意す1中山

道 北国西街道 糸魚川街道 三州街道などの交通網が整備され 、馬などによる物資輸送 (中 馬
'

も活発にな ったので、広範囲な物の流通が可能になったためと考えられます ()

イ

|

弐

百

十

ノ`、

』
哺

か

小

諸

本

町

布

屋

定

吉

様

御

国

屋

吉

兵

衛

無

地

弁

当

弐

東

朱

粉

　

　

弐

東

０
０

第 1層±101出土(48世紀代 )



一晨表

二  〇

本

仕

入

嘉

世

八

束

信

州

上

田
　

加

茂

屋

利

兵

衛一何

よ

路

寿

や

　

勘

助

殿

行

一表

四

ツ

屋

　

本

○

平

茶

代

　

百

六

十

五

匁

五

分

福

井

屋

彦

五

郎

百

四

番

小

升

屋

与

右

衛

門

殿

入

第 1層出土(18世紀代)

表

第 1層出土(18世紀代 )

―-35-



や き も の の 美

出土品のなかで最も量が多いのが “やきもの" 1陶磁器)です。これらは、瀬戸 (愛矢□県' 美

濃 (岐阜県) 肥前 (佐賀県, 信楽 (滋賀県)な ど全国各地の生産地から運ばれてきたもので

す。このうち、特に瀬戸 美濃 肥前産が多くみられます。

瀬 戸 (愛 矢□県 )
・美 濃 (岐 阜 県 )産
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御深丼釉摺絵碗

征1深丼釉水滴
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征l深丼釉仏飯具
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高台底裏に刻E日 がみられます。
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肥 前 産 (佐 賀 県 )陶 磁 器

染付 鉢 染付 吹墨皿
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陶磁器実測図
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右写 真左 端 の模 様

銀製で細かな細工がみられます。

先端部には耳かきも付いてい志す。
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漆 器 ・ 木 製 品 の 美

模様のある漆椀

漆 椀

底に記号がある

1第 4層 出土 漆椀

本製の人形 漆  椀
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平成 8年 2月の伊勢町 (本町から西方を望む)

に

国宝松本城は、16世紀末に天守閣が造営され、以来松本の歴史的発展の象

徴として今日に雄姿を残しています。築城以来400年間、江戸時代から現代

まで発展してきた歴史は、数多くの文献史料からもうかがえますが、地中に

埋もれた遺跡からは、これまでにわからなかった江戸時代の暮らしの様子を

窺い知ることができます。しかし、市街地再開発により、新たな発展を遂げ

ようとしている松本では、すでに多くの埋蔵文化財が失われており、遺跡の

発掘調査 ・記録 ・保存は、急務の課題と言えます。

今回の発掘調査では、本書で紹介したように近世の遺構・遺物が非常に良

好な状態で発見され誅した。これらの成果を法とめた本報告書により、江戸

時代の人々の暮らしや松本の歴史について多少なりとも理解を深め、関心を

持っていただければ幸いです。

今回の発掘調査および報告書作成にあたっては、いパルコ、輸戸田建設を

はじめ関係機関のご理解 ・ご協力があり、多大な成果をあげることができま

した。記して謝意を表します。
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

松本 城下町 城下町 近  世 建物址  8
土坑  106
屏毒         5

ヒiッ ト  196

埋設桶  11
鍛冶遺構 3

陶磁器 :瀬 戸 美濃 産 、肥

前産 、京都産ほ/DN

金属製品 :銭 貨 、煙 管 、鉄

鉱滓 、ほか

木製品 :下 駄 、曲 物 、漆

椀 、ほか

石製品 :印鑑 、石臼ほか
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松本初市のようす

「善光寺道名所図会」より


